
ＱＣサークル関東支部山梨地区表彰委員の育成プログラム 

 

［目的］ このプログラムは、ＱＣサークル活動を含む小集団活動について、発表大会または研

修などの場で、審査したりコメントすることができるヒトを育成する手順を示したもの

です。 

 

［適用範囲］ ＱＣサークル山梨地区の活動に適用する。 

 

［手順］ 

 

１．必要とする力量の要件 

  

段階 表彰委員 指導者 

力量の要件 ア． 活動の発表の場で審査するこ

とができる。 

ア．表彰委員を養成するための指導

および表彰委員として認めるため

の判断ができる。 

 

２．力量の証明 

 

段階 表彰委員 指導者 

必要な技能＆ 

知識 

次の知識をもっている。 

ア．ＱＣストーリ 

イ．ＱＣ７つ道具 

ウ．新ＱＣ７つ道具 

エ．小集団活動の進め方 

（会合のやり方、リーダの要件） 

同左 

 

必要な教育訓練 次のいずれかの教育訓練を修了し

ている。 

１）３項に示す「養成プログラム」

を修了している。 

２）企業または組織において、３項

の「養成プログラム」と同等の教育

を修了している。 

同左 

必要な経験 ＱＣサークル山梨地区主催の発表

大会または研修の場で、審査したり

インストラクターを務めた経験が

ある。 

地区または関東支部主催の発表会

で、表彰委員の経験がある。 



３．養成プログラム 

手順 実施内容 実施者 

１．養成対象者の選定 年度初に幹事の中から養成対象者をまとめ

る。 

幹事長 

２．研修計画の立案 年度初に表彰委員養成のための年間計画を

策定する。 

計画には以下の事項を含める。 

①．２項の「必要な知識」を得る場 

(注１参照) 

②．発表会等の審査を経験する場 

③．その他、上記と同等な研修の場 

研修企画委員会 

３．研修の実施 対象幹事の研修を実行する。 研修企画委員会 

４．研修の評価 研修結果を評価し、結果を幹事長に伝える。 指導者 

５．登録と公開 表彰委員名簿に登録し、地区内に公開する。 幹事長 

 

（注１）研修の場の例 

   １．品質管理研究会（ＱＣ導入援助研究部会）での研修 

   ２．幹事研修会 

   ３．地区主催の発表大会 

   ４．企業見学交流会 

   ５．ＱＣ初心者向け研修会 

   ６．他地区主催の発表会、研修会 

   ７．研修機関主催の研修会 

 


